
Ⅰ　基礎情報

都道府県・市名

合併期日

合併形式

住所(旧市町村名も記載)

人口  (合併直近の国調)

面積

議員定数

関係市町村名

Ⅱ 関係市町村合併直前の状況

市町村名 人口　 （人） 面積　（k㎡） 議員数　（人） 高齢化比率　(%)

徳山市 104,249 339.83 26 20.8

新南陽市 32,758 64.21 22 20.1

熊毛町 16,677 70.5 16 21.9

鹿野町 4,495 181.46 14 34.9

合計 ー 158,179 656 78 ー

Ⅲ 関係市町村の財政状況

平成14年度一般会計予算

地方税　（千円） 地方交付税　（千円）

徳山市 36,195,113 17,575,989 3,237,710 工特，離島，地方拠点 0.82

新南陽市 13,200,000 7,347,548 600,000 工特，地方拠点 0.91

熊毛町 5,163,873 1,277,795 2,120,000 工特，地方拠点 0.37

鹿野町 3,764,520 351,023 1,630,000 地方拠点，過疎，山村，辺地 0.19

合計 ー 58,323,506 26,552,355 7,587,710 ー ー

財政力指数

関係市町村

記入月日：平成15年5月23日

合併市に関する調査

関係市町村

＊数値は合併直近の決算数値を使用。ただし、平成14年4月1日以降合併の場合、合併直近の予算を記入。

山口県・周南市（しゅうなんし）

平成15年4月21日

新設合併

山口県周南市岐山通１－１（旧徳山市）

157,383人

656.00ｋ㎡

34人（2年間は在任特例により78人）

徳山市、新南陽市、熊毛町、鹿野町

歳入合計　（千円）市町村名 指定団体等の指定状況



Ⅸ　合併の概要

合併協議会の期日 設置年月日： 解散年月日

   内 容

住民発議について

市町村建設計画

  基本計画の主要項目

旧市町村庁舎の利活用
回答

3

議会の議員の定数に関する特例

議会の議員の在任に関する特例

議会の議員の報酬額

地域審議会の設置について

　内 容

地方税に関する特例

  内 容

合併特例債発行限度額 (億円)

Ⅴ  その他

残された課題について、箇条書きでご記入ください。

協議された事項

事務事業のうち「合併後、調整する」と決定した一部の事務について、今後速やかに調整
する必要がある。

有・無 有の場合：         　－   名

有・無 有の場合：      ２ 年 ０ ｹ月

４３３億円

有・無

●合併の方式
●合併の期日
●新市名称
●新事務所の位置
●財産及び公の施設の取扱い

電算システムの統合 1.新規システムの構築　2.既存システムの活用　3.相互システムの活用　4.その他　から選択

平成14年6月1日 平成15年3月31日

合併協議会委員：市町長、議長、副議長、識見者、県　＜計４６名＞
協議会開催：８回（内合併調印まで７回）

●快適で彩あふれる生活都市(住環境の質的向上 等)
●ゆとりとうるおいに満ちた文化都市(魅力有る地域づくり)
●人と地球にやさしい安全都市(保健･福祉利サービス向上、環境対策 等)
●未来を拓く創造都市(産業基盤の整備)

旧徳山市役所を本庁に、旧新南陽市役所、旧熊毛町役場、旧鹿野町役場を総合支所としてい

計画の期間：平成15年度～平成24年度

月額：400,500円

有・無

合併前の4市町の区域ごとに設置。
期間は10年間。
委員は学識経験者、公共的団体代表者、一般公募による者の中から市長が指名。

主要項目について、簡単な内容を含め10項目ご記入ください。(例：庁舎の位置 等)

●農業委員会委員の定数及び任期の取扱い
●町・字名の取扱い
●一部事務組合等の取扱い
●給食の取扱い
●国際交流について

個人市民税の均等割、法人市民税の法人税率について、５年度間の不均一課税を採用した。

有・無


